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1.法 人 の 概 要 

 

 

(１) 建学の精神 

 「質実にして知性高く、宗教的情操を身につけた真人を育成する」 

 

(２) 設置する学校・学部・学科等 

 

愛知文教大学      大学院  国際文化研究科 

            人文学部 人文学科 

 

 

愛知文教女子短期大学  生活文化学科 

             食物栄養専攻、生活文化専攻 

            幼児教育学科第一部 

            幼児教育学科第三部 

           

 

愛知文教女子短期大学附属ぶんきょう幼稚園 

愛知文教女子短期大学附属はぎわら幼稚園 

愛知文教女子短期大学附属一宮ひがし幼稚園 
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(３) 沿革 

昭和 26年 3月 稲沢女子短期大学設置認可  家政科第 1部設置認可 

昭和 27年 2月 稲沢女子短期大学家政科第 2部設置認可 

昭和 31年 2月 稲沢女子短期大学附属第 1幼稚園設置認可 

昭和 32年 4月 稲沢女子短期大学家政学科第 1部、栄養士養成施設として指定 

昭和 38年 3月 稲沢女子短期大学生活デザイン科設置認可 

昭和 41年 1月 稲沢女子短期大学幼児教育学科第 1部設置認可 

昭和 41年 2月 稲沢女子短期大学幼児教育学科第 1部保母養成施設として指定 

昭和 42年 3月 稲沢女子短期大学附属萩原幼稚園設置認可 

昭和 44年 2月 稲沢女子短期大学幼児教育学科第 3部設置認可 

昭和 47年 2月 稲沢女子短期大学幼児教育学科第 3部保母養成施設として指定 

昭和 47年 3月 稲沢女子短期大学生活デザイン科をデザイン美術科に名称変更 

昭和 50年 3月 稲沢女子短期大学附属一宮東幼稚園設置認可 

昭和 58年 4月 稲沢女子短期大学本館竣工記念式典挙行 

昭和 60年 11月 稲沢女子短期大学 2号館竣工記念式典挙行 

平成 2年 3月 稲沢女子短期大学家政科を生活文化学科に名称変更 

生活文化学科第 1部は食物栄養専攻と生活文化専攻に専攻分離 

平成 5年 4月 稲沢女子短期大学を愛知文教女子短期大学に名称変更 

附属幼稚園もそれぞれ愛知文教女子短期大学附属第 1 幼稚園、萩原幼稚園、一宮東幼稚

園に名称変更 

愛知文教女子短期大学 3号館竣工記念式典挙行 

平成 8年 3月 専攻科介護福祉専攻設置認可 

平成 9年 12月 愛知文教大学設置認可 

平成 13年 5月 愛知文教女子短期大学創立 50周年記念式典挙行 
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平成 14年 12月 愛知文教大学大学院設置認可 

平成 15年 4月 愛知文教大学大学院国際文化研究科修士課程設置 

平成 15年 4月 愛知文教女子短期大学デザイン美術科をデザインアート学科に名称変更 

平成 16年 11月 愛知文教大学大学院博士後期課程設置認可 

平成 17年 3月 愛知文教女子短期大学生活文化学科 第 1部 食物栄養専攻 栄養教諭免許課程 認定 

平成 18年 4月 愛知文教女子短期大学デザインアート学科募集停止 

平成 19年 8月 生活文化学科 第 1部 「特色ある大学教育支援プログラム」文部科学省 採択 

平成 22年 4月 愛知文教女子短期大学生活文化学科第 1部を生活文化学科に名称変更 

平成 22年 4月 愛知文教大学国際文化学部国際文化学科を人文学部人文学科に改組 

平成 23年 11月 愛知文教女子短期大学創立 60周年記念式典 

平成 24年 4月 愛知文教大学大学院博士後期課程募集停止 

平成 24年 10月 足立学園総合研究所設立 

平成 27年 3月 専攻科介護福祉専攻廃止 

平成 28年 4月 愛知文教女子短期大学生活文化学科生活文化専攻 情報ビジネスコースを新設 

平成 28年 6月 文部科学省「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業に採択 

平成 28年 11月 文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に選定 

令和 3年 7月 愛知文教女子短期大学創立 70周年 

令和 5年 4月 愛知文教女子短期大学附属第一幼稚園を愛知文教女子短期大学附属ぶんきょう幼稚園

に、愛知文教女子短期大学附属萩原幼稚園を愛知文教女子短期大学附属はぎわら幼稚園

に、愛知文教女子短期大学附属一宮東幼稚園を愛知文教女子短期大学附属一宮ひがし幼

稚園に名称変更 

令和 7年 3月 愛知文教女子短期大学の 2026年度以降の学生募集停止を文部科学省に届出 

 



教 務 課

学 生 課

地 域 連 携 セ ン タ ー

文 教 レ ス ト ラ ン

足立学園総合研究所

IR 推 進 室

教 務 部

学 生 支 援 部

医 務 室

(4）学校法人足立学園組織図　（令和６年度）

愛 知 文 教 大 学 総 務 部

人文学部 国際文化研究科 総 合 企 画 部

地 域 連 携 セ ン タ ー

理 事 会 グローバル教育センター

理 事 長

キ ャ リ ア セ ン タ ー

入 試 広 報 セ ン タ ー

監 事

愛 知 文 教 女 子 短 期 大 学

総 務 課総 務 部

教 学 生 活 文 化 学 科

幼児教育学科第１部

幼児教育学科第３部

事 務 局

愛知文教女子短期大学附属一宮ひがし幼稚園

ｷ ｬ ﾘ ｱ 支 援 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

入 試 ・ 広 報 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

実 習 支 援 セ ン タ ー

愛知文教女子短期大学附属ぶんきょう幼稚園

愛知文教女子短期大学附属はぎわら幼稚園

附 属 図 書 館

文 教 お や こ 園

こどものアレルギー・
食 育 研 究 会

評 議 員 会

教職課程研究センター

総 務 課

法 人 本 部

経 理 課

教 務 部

附 属 図 書 館

学 生 部
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学校名 学部・学科名 入学定員 入学者数 編入学定員 編入学者数 収容定員 現員
人文学部 110 66 15 4 470 252
大学院修士課程 8 3 - - 16 7
　　　小計 118 69 15 4 486 259
生活文化学科 70 27 - - 140 47
幼児教育学科第1部 50 11 - - 130 38
幼児教育学科第3部 70 46 - - 210 142
　　　小計 190 84 0 0 480 227

収容定員 現員
- - - - 360 240
- - - - 270 180
- - - - 207 154

308 153 15 4 1,803 1,060

学校名 学部・学科名 入学定員 入学者数 編入学定員 編入学者数 収容定員 現員
人文学部 110 56 15 12 470 246
大学院修士課程 8 2 - - 16 7
　　　小計 118 58 15 12 486 253
生活文化学科 70 26 - - 140 52
幼児教育学科第1部 50 7 - - 100 19
幼児教育学科第3部 70 41 - - 210 125
　　　小計 190 74 0 0 450 196

収容定員 現員
- - - - 360 224
- - - - 270 167
- - - - 207 140

308 132 15 12 1,773 980

愛知文教女子短期大学附属ぶんきょう幼稚園
愛知文教女子短期大学附属はぎわら幼稚園

2025年5月1日現在

愛知文教大学

愛知文教女子短期大学

愛知文教大学

愛知文教女子短期大学

(5)設置学校の収容定員・学生数等の状況

2024年5月1日現在

園名

　　　　　　　　　　　計

愛知文教女子短期大学附属一宮ひがし幼稚園

愛知文教女子短期大学附属はぎわら幼稚園
愛知文教女子短期大学附属一宮ひがし幼稚園

愛知文教女子短期大学附属ぶんきょう幼稚園

　　　　　　　　　　　計

園名
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①役員

定数 現員

7名 7名

理事長 足立　誠

理 事 富田 健弘

理 事 星野 秀樹

理 事 鈴木 雅之

理 事(学外) 土川 清治

理 事(学外) 林　茂夫

理 事(学外) 片岡 太郎

定数 現員

2名 2名

監事 加藤 愛一郎

監事 戸松 卓治

【役員賠償責任保険について】
　本法人は、東京海上日動火災保険株式会社との間で、本法人の全ての理事及び監事
を被保険者として役員賠償責任保険に加入しています。
学校法人の役員に発生する損害賠償や訴訟費用が補償対象です。
なお保険料については、全額法人負担としております。

②評議員

定数 現員

15名～21名 15名

足立　誠 富田 健弘 足立　諭 稲垣 正義 足立 正和

立川 雄子 安井 映理子 鈴木 雅之 土川 清治 林　茂夫

片岡 太郎 笹田 一弘 猪子 雅王 塚本 壽男 横山 晴一

本務教員 本務職員 計

法　　　人 0 3 3

愛知文教大学 19 16 35

愛知文教女子短期大学 25 18 43

ぶんきょう幼稚園 12 2 14

はぎわら幼稚園 12 2 14

一宮ひがし幼稚園 11 1 12

合　　計 79 42 121

(7)教職員の状況   (2024年5月1日現在)

学校名

評議員

(6)役員等の状況　（2025年3月31日現在）

理事

監事

愛知文教女子短期大学附属ぶんきょう幼稚園園長

愛知文教大学学長、愛知文教女子短期大学学長

法人本部長・財務担当
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2024 年度（令和６年度） 愛知文教大学 事業報告 

 

１．教育研究活動 

（１）研究発表 

本学は教育研究の柱を「アカデミアゼミ教育」と「卒業研究」としている。3、4年生全員に研究発表を課

している。1、2 年生は発表見学者として参加させた。また 2 年生は 3 年次の希望ゼミを選択する場とし

た。2024 年は 12 月 24 日（火）に実施した。発表の中心は 4 年生とし、学内学会「国際文化学会」とし

て教員の発表もあった。 

（２）国際文化学会発表 

①江口直光先生：「間テクスト的対話としてのアダプテーションと ― 『君の膵臓をたべたい』を例に」 

②内田吉哉先生：「小牧宿の復元に関する基礎的考察」 

③畠山大二郎先生・松岡みゆき先生ワークショップ：「古典語と現代語の感動詞」 

  ④辻千春先生：「近代国家明治をめぐる表徴の変性と民の眼差し―日中両国の庶民の版画を通して―」 

⑤竹中烈先生：「非営利型民間フリースクールにみる運営（経営）戦略 －学びの独自性と質保証の狭間

で－」 

（３）アジア語学研修（2024 年度） 

①フィリッピン英語研修   

 2024年度は研修制度切り替え（2週間→4週間）の為、実施を2年生夏休みに変更した。 

 実施予定日 2025年8月31日（日）から9月27日（土）の4週間 8名が参加予定 

②台湾中国語研修                     

期間：2025年3月2日（日）〜3月22日(土) 

研修先：台湾師範大學国語教学センター 

参加者：12名（1年次生男6名・女5名、3年次生女1名） 

参加プログラム：「中国語3週間プログラム」（午前中国語学修、午後文化授業・郊外授業）     

③多文化共生研修 ＜大学・短期大学合同韓国研修＞     

期間：2025年3月4日（火）〜3月7日(金) 

研修先：韓国 

参加者：大学生 11名 2年生5名（男2名、女3名）、3年生6名（男1名、女5名） 

短期大学生 8名 引率 1名 計20名 

（４）語学ラウンジ教育 

①Eラウンジ     

春期 3回 教員１名 学生数1０名、秋期 SA 2名 学生数8名 

  ②CCラウンジ 

春期・秋期 SA（中国人留学生） 8名 学生数 22名 

③Jラウンジ   

春期・秋期・夏休み・春休み期間中も実施 SA 7名 学生数 20名 

（５）オンライン（ZOOM）を活用した国際交流学修 

①「e-Tandem Learning中国語 A/B」＊選抜クラス・クオーター制 

北京外国語大学の学生とのインターネットを活用した中国語修得および異文化理解を目的とした互恵

学修   

e-Tandem Learning中国語 A 4月12日～6月8日 6名（2年次女4名、3年次女2名）  

e-Tandem Learning中国語 B 9月20日～11月9日 6名（1年次3名、2年次3名） 
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②「e-Global Communication」＊選択科目・秋期集中講義 2月9日～2月18日 

三江学院（中国）、静宜大學（台湾台中）、致理科技大学（台湾台北）の日本語学修生とのインターネッ

トを活用した異文化間コミュニケーションを通して多文化共生を学ぶ実践学修。協同学修の成果を「愛

知文教大学学長杯プレゼンテーション大会」で披露し、最優秀賞を授与。 

本学履修者 7名（1年次生、男1名、女3名、2年次生、女3名） 

（６）学外奨学金取得実績          

①公益財団法人 横山奨学財団 （3名） 

②公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会 （1名）  

③公益財団法人 市原国際奨学財団 （1名） 

④公益財団法人 大幸財団 （1名）  

（７）交換留学生制度 

  ①日本から提携大学への交換留学生  

   北京聯合大学（半年間＋延長半年間 1名） 

②提携大学から本学へ交換留学生 

9月期より留学期間 1年 北京聯合大学（1名）、三江学院（2名） 

  ③科目等履修生 

   4月期 10名（天津職業技術師範大学７名、広東省外語芸術職業学院２名、青島職業技術学院１名） 

         ※内広東省外語芸術職業学院２名は半年  

   9月期 1名（青島職業技術学院１名） 

（８）研究活動 科研費（2024年度） 

本学教官 1名が 2本取得 直接経費合計 600,000円 間接経費合計 180,000 円を取得した。 

竹中 烈（21Ｋ02288） 

  

２．自己点検・評価委員会 

外部評価委員会を実施した。2021年度に大学機関別認証評価（日本高等教育評価機構）を受審し「適合」

を得ている。次回認定評価は 2028 年を計画している。2024 年度は現状評価について外部評価委員会を、

2025年 2月 6日（木）に実施した。 

 外部評価委員：武市 礼子（小牧市教育委員会文化財課課長）、山口 哲（愛知県立春日井東高等学校校

長）、平手 悠佳里（小牧市北里児童館館長）、早川 渡（愛知文教大学教授）、祢宜佐統美（愛知文教女

子短期大学教授） 

 

３． 地域・社会活動（2024年度） 

小牧市文化財啓発事業調査研究委託報告 

小牧市文化財啓発事業調査研究委託業務受託委員会（2024年度事務長 和田）  

委員会は 2024年度内に３回開催（6/20,11/7,3/13） 

2024年度：999万円の研究調査委託費を小牧市から委託した。 

（１）小牧市歴史文化基礎講座―小牧と周辺の歴史を学ぶ―を開催する。 

時 間  午後２時～３時３０分、会 場  小牧市役所東庁舎 5階 大会議室 

   参加費  各回とも４００円、定 員  各回とも１５０名 
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回 月 日 演  題 講  師 備考 

１ ６月２９日(土) 
清須市における名古屋城刻紋
石について 

扶桑町古文書会代表 
     毛利 孝一 

103 

２ 7月 ６日(土) 
言葉で読み解く桶狭間合戦 
～ 信長小牧山城への道 ～ 

名古屋短期大学教授 
     太田 昌孝 

122 

３ 7月１３日(土) 
考古学から考える小牧城下町
の成立 ～中世集落と清州城
下町遺跡の研究成果から～ 

愛知県埋蔵文化センター調査
主任専門員 鈴木 正貴 

113 

      

 

（２）小牧市歴史講座 「織田・徳川 vs. 武田、境界国衆の戦い」をテーマに講演を開催する。 

時 間 午後２時～３時３０分、場 所 小牧市まなび創造館（ラピオ 5階） あさひホール 

 参加費 ４００円、定 員 ３００名 

回 月  日 演  題 講  師 備考 

１ 10月 20日(日) 戦国の東美濃と苗木城 
中津川市遠山資料館 

元館長   小林 良英 
97 

２ 11月 ２日(土) 
長篠合戦図屏風の成立と展開 
家康の戦の表象 

静岡県立美術館  

主任学芸員 薄田 大輔 
中止 

３ 11月 23日(土) 
奥平家と菅沼家～奥三河の国

衆はどう動いたか 

新城市設楽原資料館 

館長   湯浅 大司 
73 

４ 11月 30日(土) 
長篠・設楽原の戦いはどんな

戦いだったのか 

新城市設楽原資料館 

館長   湯浅 大司 
91 

５ 12月 15日(日) 戦国時代の遠江と国衆 
静岡市歴史博物館 

学芸課  鈴木 将典 
90 

 

（３）愛知文教大学「信長学」講座 ～信長の物語～ 

時 間 午後２時～３時３０分、場 所 小牧市まなび創造館（ラピオ 5階） あさひホール 

    参加費 ４００円、定 員 ３００名  

  

回 月 日 演  題 講  師 備考 

１ 2月 11日(火) 
織田信長は英雄か？－日中英
雄観の違い－ 

愛知文教大学教授 

西口 智也 
77 

２ 2月 15日(土) 
信長像の変遷―文学作品に描
かれる信長― 

愛知文教大学教授 

松村 美奈 
68 

３ 2月 22日(土) 
近現代メディアにみる創られ
た〈信長〉像 

愛知文教大学准教授 

佐藤 良太 
55 

 

（４）夏休み子ども向け講座 「子ども古文書寺子屋」 

日 時 令和６年 7月 28日(14名)・8月 4日(12名)の各日曜日 2回連続実施 10時 30分から正午 

場 所 ラピオ学習室 

講 師 酒向道夫  

参加費 無料、募集人員 ２０名 （小学４以上中学生まで） 
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（５）古文書講座 

①基礎講座（４回）令和６年９月 14日(31名)、21日(28名)、28日(31名)、１０月 5日(26名) 

土曜日 午前 10時 30 日～正午、講 師 酒向道夫 他小牧市古文書調査会の皆さん 

内 容 古文書の基礎から解読の実践へ  

場 所 小牧市役所本庁舎 ４０４会議室、募集人員 ４０名、参加費 ９５０円 

②実践講座（４回）令和７年１月 11日(32名)、25日(31名)、２月１日(30名)、8日(26名) 

土曜日 講 師 小牧市古文書調査会の皆さん 

    内 容 講師の助言を得ながら自分で読み進め実践力を高めた。 

    場 所 ラピオ学習室 

    募集定員 ５０名、参加費 ９５０円 

 

（６）文化財整理品の展示イベント 

昨年度で完了した民具整理品について「民具展示イベント」を企画し、一部民具を展示する。 

「こまきの養蚕業」特別展示 

小牧の養蚕業に関するパネル展示や実際に使用されていた民具の展示を行った。 

繭から糸取りを体験するコーナーを併設した。 

令和６年 8月 19日(月)から同月 24日(土)、場 所  小牧市中央図書館 1階 

   協力委員  岩坪拓二郎 大川勝 岸下秀子 藤堂修一 中澤勇一 船橋稔 舟橋節子  吉田恭三 

篠田徹 加藤憲吾 酒向道夫 倉知俊夫 髙瀬眞知子 宮崎貴光 

   来場者  525名 

   

（７）小牧市文化財巡り 

「小牧市文化財地図」（訪ね歩きマップ）を片手に篠岡地区を実際に歩き文化財を見て回る。 

①文化財巡り 日 時 令和６年１１月１０日（日）12名  

午前８時３０分集合～正午解散、場 所 篠岡地区 東大草地区、案内人 西川菊次郎はじめ文化財

地図作成委員 6 名、集合場所 小牧市東部市民センター、参加費 ４５０円（小・中学生無料）、募

集人員 ３０名 

  ②訪ね歩きマップの増刷…改訂部分の洗い出し、詳細な調査活動。マップの校正作業と印刷（小牧地区と

篠岡地区）を行った。 

 

（８）「小牧のまつり」作成事業  

今年度は、小牧市内の「小牧地区のまつり」を調査対象として「神明社の春祭り・秋葉祭り・秋祭り（お

まんとう）、秋祭り（大草）、田縣神社豊年祭」取材を進めた。 

4/11より 20回にわたり、取材活動、シナリオ検討、編集活動を進めた。 

映像資料(DVD)として「小牧神明社の春祭り」を完成させた。 

   委 員 岩坪拓二郎、倉知俊夫、藤堂修一、西川菊次郎、水野弘、宮崎貴光 

      

（９）小牧市古文書調査 

  ①小牧市古文書調査会（藤堂修一代表） 

  ②今年は、「市内古文書」に関する部分の釈文調査を行った。 

４月から第２・第４木曜日、午後１時３０分からを基本として活動し、江崎文書の解読や古文書講座の

準備運営を行った。 
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（10）デジタル小牧宿の作成 

近世・近代・現代の小牧宿を、GIS（地理情報システム）や Minecraft（ゲームソフト）などを用いて復

元する。江戸時代の村絵図と現代の地図を融合させ当時の詳細な小牧宿を明らかにする。 

＜進捗状況＞ 

「宝暦年間（1751～1764）の小牧宿絵図を現代の地図に対応させるための史料調査、現地調査を実施し

た。また調査成果をもとに、江戸時代の市街地と現代の市街地の差異部分を特定する研究を進めた。こ

れらの調査・研究成果をもとに、GIS（地理情報システム）を活用して江戸時代の絵図を現代地図に落と

し込む作業を完了した。」 

（11）「信長文庫」の収集・整理 

   定期刊行物５点を収集した。 

定期刊行物   城郭史研究 42号 43号   戦国史研究 87号 88号 

（12）小牧市文化財啓発事業調査研究委託担当部署 

   （委託者） 小牧市教育委員会事務局文化財課 課長 武市 礼子、係 藤岡 幹根 

   （受託者） 愛知文教大学地域連携センター 

 

４．教職課程受講者 

（１）小牧市学習チューター制度へ協力（小中学校の学習支援を実施） 

 

学習チューター 

小牧市教育委員会に登録（１回につき、交通費として 1,000円が支給される・傷害保険加入） 

年度 学校名 学年 氏名 回数 

令和 6年度 小牧市立桃ケ丘小学校 2年 宮田実侑 12 

 

年度 学校名 学年 参加人数 2日間延べ回数 

令和６年度 

小学校体験活動 

９月 18日（水） 

9月 19日（木） 

小牧市立桃ケ丘小学校 1年 4 8 

小牧市立篠岡小学校 1年 3 6 

小牧市立光ガ丘小学校 1年 4 8 

小牧市立大城小学校 1年 3 6 

合計 28 

 

総合計        40回 

 

（２）文教子どもフェスタ in小牧  

11月 30日（土）近隣の小中学生保護者 参加合計 133名 

 

（３）教員採用者数  

   2024年度卒業生 合計 6名（内 国語 4名、英語 2名） 

一宮市立今伊勢中学校、春日井市立南城中学校、岐阜県公立中学校教員 2名、私立

桜丘高校、一宮市立丹陽中学校 

   過年度卒業生  合計 4名（内 国語 4名） 

長野県立高校、静岡県浜松市立中学校、岐阜県公立中学校教員、愛知県公立中学校教

員 
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５．高大連携 

（１）伊那西高等学校のオンライン大学講義 希望者２５名対象に 50 分 2 コマの講義を実施。 

 

日 付 担当者 講座タイトル 

10 月 31 日 江口 直光 教授 多文化社会 ヨーロッパ 

11 月 14 日 西口 智也 教授 中国語音読で味わう漢詩 

12 月 5日 松村 美奈 教授 江戸の絵本を読む 

 

（２）春日井東高等学校 1 年生の大学見学会 

   日 時 2024 年 11 月 7日（木） 13時 20 分～15時 

参加者 春日井東高校 1年生 115名  教員 10 名 

会 場 国際交流会館及び 1 階施設   

担当者 小川先生（講座担当） 

 

（３）春日井東高校 3年生キャリアガイダンス 

  日 時 11月 14 日（木）、21日（木） 高校の 5限の時間帯 50分間 

参加者 春日井東高校３年生 30名 

会 場 春日井東高校   

担当者 小川現樹先生 

   

６．学び合う学び研究所 セミナー事業報告書 

（１）毎月土曜日に月例セミナーを 13:30～15:30に実施した。 

（２）2024年度の継続講座 

①実践教育論文の書き方を学ぶ  

②少経験者の実践研究会を設定し、同じテーマで、複数回継続した学びの機会を提供することができた。 

②の実践者では、本学卒業生で現場で活躍している現職教員を招聘し、実践を学び合うことができた。 

（３）6月 22日（土）本学にて、第 72回中部教育学会大会を開催した。 

午後：記念シンポジウム 本研究所のシニアフェローで名古屋大学名誉教授の的場正美先生がコーディ

ネーターを務め盛大に開催することができた。 

（４）愛知県内の 12教育委員会に後援申請を行った。 

 (愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会・小牧市教育委員会・春日井市教育委員会・ 岩倉市教育委員

会・犬山市教育委員会・豊明市教育委員会・北名古屋市教育委員会・ 豊山町教育委員会・清須市教育

委員会・江南市教育委員会・瀬戸市教育委員会)  

  

2024年度 セミナー内容 参加者 継続講座 参加者 

4月22日(土) 

テーマ 

「深い学びにむけた授業づくり・

学校づくり」 

授業者 

小牧市立小牧小学校 城 沙侑璃 

コメンテーター 

学び合う学び研究所事務長   

永井 勝彦 

25 

実践教育論文の書き方を学び、研

究所の研究紀要に掲載を目指す。 

学び合う学び研究所所長  中島 

淑子先生 

4 
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5月18日(土) 

テーマ   

「深い学びにむけた授業づくり・

学校づくり」 

授業者  

小牧市立味岡中学校 垣内 望花 

コメンテーター 

学び合う学び研究所フェロー  

後藤 孝文 

21 

実践教育論文の書き方を学び、研

究所の研究紀要に掲載を目指す。 

学び合う学び研究所所長  中島 

淑子先生 

4 

6月22日(土) 

テーマ 

「地域と組織と教育実践から考え

る 学び合う学び −小牧市の試みを

通して−」 

コメンテーター 

学び合う学び研究所ｼﾆｱﾌｪﾛｰ  

的場正美 

登壇者   

学び合う学び研究所ｼﾆｱﾌｪﾛｰ 副島 

孝/宮城教育大学  金田 裕子/小

牧市立桃陵中学校 丹羽 浩一 

57    

7月20日(土) 

テーマ   

「子どもに委ねる授業」 

授業者  

小牧市立味岡中学校 塚田 有貴 

コメンテーター  

学び合う学び研究所フェロー   

林  文通 

25 

 実践教育論文の書き方を学び、

研究所の研究紀要に掲載を目指

す。 

学び合う学び研究所所長  中島 

淑子先生 

2 

8月17日(土) 

テーマ   

「社会科授業」 

授業者  

小牧市立米野小学校 須賀康平 

コメンテーター  

学び合う学び研究所ｼﾆｱﾌｪﾛｰ  

副島 孝 

22   

9月21日(土) 

テーマ  

「子どもが自らの価値観を語る道

徳授業」 

授業者  

蒲郡市立蒲郡東部小学校 大浦 彩 

講師 

愛知東邦大学 丹下 悠史 

16    

10月19日(土) 

テーマ   

「学び合う体育科の学び」 

授業者   

小牧市立桃ケ丘小学校 河合大地 

コメンテーター  

学び合う学び研究所ﾌｪﾛｰ   

12    
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７．愛知文教大学大学院国際文化研究科（修士課程）令和 6（2024）年度事業報告 

（１） 4月 2日（火） 11:00-12:00 入学式（稲沢市 名古屋文理大学文化フォーラム） 3名入学 

（２） 4月 3日（水） 10:00-12:30 大学院新入生オリエンテーション 3名参加 

（３） 4月 4日（木） 11:00-12:00 大学院在学生オリエンテーション 4名参加 

（４） 4月 22日（月） 13:20-14:20 大学院（一般学生）研究活動における不正行為防止研修 1名参加 

（５） 7月 16日（火） 16:50-17:30 大学院説明会 学生 7人（一般 3人、留学生 3人、 

科目等履修生 1人）、教員 6人参加。 

（６） 9月 18日（水） 13:20-14:20 令和 7年度度春期修了生対象オリエンテーション 2名参加 

（７） 9月 30日（月） 13:20-14:20 大学院（留学生）研究活動における不正行為防止研修 2名参加 

（８）11月 19日（火）   16:50-17:50 令和 6年度秋期修了者修士論文中間発表会 2名発表 

（９） 1月 29日（水） 11:00-12:15 令和 6年度秋期修了者修士論文最終試験（口述試験）  

2名対象に実施 

（10） 3月 18日（火） 10:00-11:30 令和 6年度秋期修了者学位記授与式 2 名修了 

 

 

 以 上    

木村 芳博 

11月16日(土) 

テーマ   

「NEXT GIGA と授業づくり」 

講 師  

学び合う学び研究所ﾌｪﾛｰ   

神戸 和敏先生 

12    

12月7日(土) 

テーマ   

「学び合う理科の学び」 

授業者  

岩倉市立南部中学校     

川口 靖貴先生 

コメンテーター  

学び合う学び研究所ﾌｪﾛｰ   

倉知 雪春先生 

18    

1月18日(土)   
 少経験者の実践研究会 

経験豊富な講師を囲み、少経験者

の授業づくりの悩みや学級経営の

工夫について考えていきます。 

担当講師 中島 淑子・栗木 智

美・倉知 雪春 

10 

2月15日(土)   6 

  合計 208 合計  26 
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令和 6年度 愛知文教女子短期大学事業報告書 

 

1. 施設・設備改修計画及び実施 

（1）空調機更新工事（移設取付）Ⅱ号館１階医務室  （207，900円） 

  経年劣化による故障のため、更新工事を実施 

（2）冷温水発生機用冷却塔修繕Ⅲ号館空調   （26，400円） 

  経年劣化による故障のため、更新工事を実施 

（3）冷温水発生機２号機メインブロック修繕Ⅲ号館空調  （156，420円） 

 経年劣化による故障のため、更新工事を実施 

（4）調理準備室排水溝工事     （128，700円） 

 排水溝の故障（つまり）のため、修繕工事を実施 

 

２．地域連携センター 

（1）令和６年度「稲沢市子育てセミナーA」  6/22（木）上島 

（2）保育のおしごと体験イベント 約 10名 11/18（月）鈴木・赤塚 

（3）令和６年度「のびのびセミナー」        

①「コミュニケーション力を育むおもちゃ遊び」  7組 5/30（木）丸甲保育園 赤塚 

②「親子でつくってあそぼう」         23組  6/4 （火）駅前保育園 岩間 

③「親子で楽しむ音楽あそび」         26組 6/8 （土）子生和保育園 国藤 

（4）図書館ボランティア  10/26（土）稲沢中央図書館  約 40名、学生 3名 

11/16（土）祖父江の森図書館 約 10組、学生 3名 

（5）稲沢消防署 学生消防団      幼児教育学科 3名参加協力 

（6）公園整備に関するワークショップ 砂田 生活文化専攻卒業研究 

（7）親子でエコ料理教室     約 40名 8/22（木） 山口・鋤柄 

（8）荻須記念美術館 大学パートナーシップ事業  本学学生 128名（11/26,11/28） 

（9）キャリアプラス 

① 稲沢警察防犯啓発 学生 7名 4/24 

② 稲沢の盆踊り みんなで輪になって踊ろう  学生 2名 7/29 

③ サマーカレッジ親子講座 in清須      学生 2名 8/6 

④ サマーカレッジ親子講座 in稲沢      学生 1名 8/8 

⑤ 稲沢夏祭り              学生 3名  8/24 

⑥ サンドフェスタ              学生 5名 10/12,10/13 

⑦ SDGS AICHI EXPO 2024           学生 2名 10/10 

⑧ SDGS AICHI EXPO 2024           学生 8名 10/11 

⑨ SDGS AICHI EXPO 2024           学生 7名 10/12 

 

３．足立学園総合研究所「生涯学習講座」 

（1）AFA 

① 楽しい茶道 裏千家の茶道を学ぶ  前期 9名・後期 10名 月 2回全 12回 

② 季節を彩る染色～基礎コース～   前期 4名・後期 4名  月 3回全 21回 

③ 暮らしを楽しむ染色～応用コース～ 前期 6名・後期 5名  月 3回全 21回 

（2）コミュニティーカレッジ 

① 心で読む朗読           前期 12名・後期 13名 月 1回全 6回 
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② 稲沢の盆踊り!みんなで輪になって踊ろう 7/29 参加者数 35名 

③ ミニ盆栽ワークショップ 12月：20名 2月：20名 全 2回 

（3）地域連携事業 

① サマーカレッジ親子講座 2024(清須市)  健康増進に取り組む 清須 4名 

② サマーカレッジ親子講座 2024(稲沢市)  環境問題に取り組む 稲沢 19名 

③ 稲沢市学生ボランティア派遣 学生をボランティアとして派遣 通年 申込者 21 名 6

回 

④ 稲沢市潜在保育士再就職セミナー 6名 全 1回 

⑤ 株式会社名古屋食糧太田油脂・株式会社株式会社おとうふ工房いしかわ連携事業 

  プラントベースの商品開発プロジェクト  

ことちゃんのアイス ユーグレナ店頭の自販機 販売開始 

ことちゃんとうふアイス 名鉄商店で販売…文藝春秋の公式 WEBサイトで商品紹介あり 

⑥ 社会福祉法人 昭徳会江南市 ぱりまる販売推進事業 

江南市との新パッケージの共同開発 新商品販売開始 

⑦ 社会福祉法人 信竜会 7/2 七夕イベント(浴衣を着て高齢者と交流)実施 

 

４．文教おやこ園 

（1）開催日数及び延べ人数（名） 

 
（2）授業での活用 

①子ども家庭支援論 担当：祢宜先生 

②音楽表現指導法 担当：国藤先生・玉田先生 

③子どもの健康と安全 担当：岩瀬先生 

④乳児保育Ⅰ 担当：赤塚先生 

⑤乳児保育Ⅱ 担当：赤塚先生 

⑥子育て支援 担当：赤塚先生 

⑦生活文化総合演習 担当：赤塚先生 

⑧キャリアチャレンジ 担当：赤塚先生 

（3）教員による子育て講座 

開催月 開催日数 利用者 学生参加 

通常開催 OC 総人数 保護者 子ども 自主実習 授業 補講 公務員対

策講座 
委員会 学 生 参

加企画 

４月 20 1 526 261 265 32 27 0 2 
 

27 

５月 20 1 594 293 301 35 296 3 3 2 2 

６月 18 2 730 358 372 19 213 0 2 14 0 

７月 20 2 766 370 396 4 31 8 7 0 0 

８月 15 2 520 253 267 0 0 0 2 0 0 

９月 19 0 648 315 333 0 0 1 0 0 0 

１０月 22 0 761 366 395 2 83 1 0 5 0 

１１月 20 0 553 276 277 3 61 2 2 4 5 

１２月 18 0 580 282 298 1 122 3 0 0 21 

１月 19 0 641 327 314 6 87 6 0 3 3 

２月 17 0 563 274 289 0 0 1 0 0 1 

３月 18 3 845 428 417 1 0 0 0 0 0 

合計 226 11 7,727 3,803 3,924 103 920 25 18 28 59 
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①4月 26日（金） 岩間先生  癒し効果のある読み聞かせ 

②6月 12日（水） 五十嵐先生 心に響く「佐野洋子の絵本」 

③7月 30日（水） 星野先生  ぶんきょう幼稚園の園長先生のお話 

④8月 5 日（月） 朴先生   ２歳が大きな分岐点 

⑤9月 17日（火） 赤塚先生  イヤイヤ期を乗り越えるためのヒント 

⑥10月 17日（木） 加藤先生  絵本から学ぶ 

⑦11月 13日（水） 鈴木先生  ものがたりと出会おう！ 

⑧12月 20日（金） 国藤先生・玉田先生 文教みんなのクリスマスコンサート 

⑨ 1月 21日（火） 赤塚先生  おもちゃの魅力と楽しみ方 

⑩ 2月 5 日（水） 山崎先生  英語絵本の読み聞かせ 

⑪ 3月 7 日（金） 上島先生  ふれあい遊びと乳幼児期の発達 

（4）利用者（パパ・ママ講師）による講座 

①11月 7 日（木）獣医師パパによる乳幼児期に動物と関わることがもたらす効果について 

② 1月 9 日（木）ママによる手あそび歌や絵本の読み聞かせ 

③ 1月 23日（木）ママによる歌あそびと親子体操 

④ 2月 19日（木）元おやこ園利用ママによるサックスとピアノの演奏会 

（5）高校生の体験授業 

①愛知啓成高校 ４月２４日 ３０名 

②岐阜県立岐阜各務野高校 ４月３０日 ３３名 

③愛知啓成高校 ６月１２日 １２名 

④愛知啓成高校 ６月１７日 ３１名 

⑤愛知県立杏和高校 １０月３日 ２１名 

⑥愛知県立杏和高校 ３月２７日 ６名 

⑦オープンキャンパス 11回 

（6）学外からのボランティア受け入れ 

① 稲沢市社会福祉協議会ボランティアセンターとの連携 

愛知啓成高校１年 １名、愛知県立杏和高校１年 １名、２年 １名 

② 愛知県立杏和高校 

JRC 部 ６名 計９名 

（7）おやこ園委員会 活動内容や行事について、保護者と学生が意見を出し合いながら 交流する会 

＜開催日＞ 

5月 27日（月）、6月 28日（金）、7月 19日（金）、8月 26日（月）､9 月 17日（火）、10月 30

日（水）、11月 8日（金）、12月 23日（月）、1月 17日（金）、2月 14日（金）、3月 7日（金） 

＜委員＞ 利用者 9 名、学生 13名 計 11回 開催 

（8）その他の講座 

①5月 13日（月）江崎グリコ管理栄養士 

１歳からのハッピーな子育て イヤイヤ期や不足しがちな栄養のとり方 

②9月 3日（火） 江崎グリコ管理栄養士 

防災のお話 災害への備えと液体ミルクの使い方 

③1月 15日（水）人形劇団「ぽてとん」 

人形劇を楽しもう 「赤ずきんちゃんのおたんじょうび会」の鑑賞 

④1月 29日（水）図書館司書伊串さん、山﨑先生、学生３ 名 

英語の絵本の読み聞かせ 英語の歌遊びや読み聞かせ 
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（9）その他 

①インスタグラムの投稿 69回（活動報告、お知らせ、園だより 他） 

②学生 アイドル化計画（歌のお姉さん ・ ダンスのお姉さんの育成） 、イベント出演 

③おやこ園開園８周年記念「風船太郎さんによるバルーンショー」（予約制） 

④文教音楽祭 おやこ園より利用者５組出演 

⑤ファミリー・サポート・センターとの連携による出張説明会と登録 手続き 

⑥「卒園児の日」の開催  

おやこ園同窓会 11 組参加、「卒園児も遊ぼう」5組参加、ふれあいひつじ広場 14組参加 

 

５．学生支援：学生自治会 
（1）メンバー：16名（幼児教育学科第 3部 2年 7名、1年 7名、1部 1年 1名、生活文化専攻 1名） 

（2）経費：11,780円（予算 100,000円） 

（3）活動内容： 

活動月 内容 

4月 

新入生への勧誘 

・新入生オリエンテーションでの説明 

・学内でのチラシ配布 

学生自治会説明会・顔合わせ交流会（ラウンジ） 

5月 ミーティング（今後の活動についての方針決め）（図工室） 

6月 「Let´s Tea party」の実施（15名程度。ラウンジ） 

7月 
「七夕笹」 飾付（学内） 

「暑さと疲れを水遊びで吹き飛ばそう！」の実施（25名程度。中庭） 

10月 
「文教トレジャーハント」の実施（40名程度。学内） 

「文教音楽祭」 壁面等飾付（5名程度。学内） 

11月 教職員交流会「大縄跳び大会」運営協力（8名程度。体育館） 

12月 「クリスマスツリー」 飾付（7名程度。学内） 

1月 「イントロドン」の実施（50名程度。体育館） 

2月 ミーティング（次年度の活動に向けての方針決め）（図工室） 

3月 新入生オリエンテーションでの説明資料作成（ラウンジ） 

 

６．学生支援：学長奨励賞 

食物栄養 
栄養士実力認定試験 A判定 7名 1,500円 10,500 円 

ADI 3 9,000 27,000 

生活文化 

FP３級 1 4,000 4,000 

マルチメディア検定 7 2,500 17,500 

秘書技能検定 2級 1 2,500 2,500 

幼児教育 公務員合格 19 13,000 247,000 

合計  308,500円 

 

７．生活文化学科 

（1）みんないっしょのクリスマス 2024（連続 22年継続事業） 

令和 6年度 12月 7 日開催 募集 10組、参加 10組 29名参加 

令和 7年度 12月 13日開催予定 

（2）食物栄養専攻 

① 食育講座「めざせ！ちびっこシェフ」（連続 21年継続事業） 

     令和 6年度（Part21）  6月 29日 参加人数：20名 

            10月 26日 参加人数：20名 
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令和 7年度（Part22）開催予定 6月 28日 および 10月 11日 

② おいしい笑顔！野菜レシピコンテスト（連続 17年継続事業） 

 令和 6年度  募集期間 8月 23日から 9月 6日 

 すべて書類選考にて行い、11月 9日に受賞者発表。 

応募総数 455点（中学生部門 153点、高校生部門 302点） 

令和 7年度以降は開催予定なし 

（3）生活文化専攻 

① 高齢者福祉施設における七夕茶会の開催 

社会福祉法人信竜会の高齢者福祉施設を学生が浴衣姿で訪問し、暑中見舞いカードの手渡

し、歌やダンスでの交流を行った。 

② 稲沢市、近隣自治体、地域産業との協働プログラムの推進 

1) 産学連携開発商品「ぱりまる」「ことちゃんのアイス」の販売促進として、産学連携開発

商品のサイトを作成。太田油脂株式会社のサンクスフェスタ、小牧産業フェスタ、SDGs 

AICHI EXPO2024に参加し、販売や取り組みの PRを行った。 

2) ぱりまるパッケージ江南バージョンをデザインし、江南市制 70 周年記念コラボ商品デ

ジタルカタログに掲載。販売ルートの拡大を行った。 

3) おとうふ工房いしかわと産学福祉施設連携で、大豆グラノーラの商品開発、市場調査を

行った。 

東浦町内の就労支援継続 B型作業所シーダーハウスとベーシックバージョンの開発、販

売、稲沢市内の就労支援継続 B型作業所いちょうとみたらし味の商品開発を行った。 

4) 稲沢公園整備基本構想検討会議（2024年度 4回開催）に委員として参加 

卒業年度の生活文化専攻の学生も卒業研究の一環として委員会会議に共に参加し、学生

ならではの視点で意見を述べた。 

 

８．幼児教育学科 

（1）コース制導入：幼児教育学科の特色あるカリキュラムを可視化するために、2024 年度よりコ

ース制を導入し、オープンキャンパス及び SNS、HP等を通して学外に広報した。「こども音楽

コース」（取得可能資格：子ども音楽療育士）は 31 名が履修し、「こどもとおもちゃコース」

（取得可能資格：地域子育て支援士二種、おもちゃインストラクター）は 34名が履修し、「こ

どもスポーツ・レクリエーションコース」（取得可能資格：レクリエーションインストラクタ

ー、スポーツ・レクリエーション指導者、幼児体育指導者検定）は 33 名が履修し、2024年度

からコースの学びを深めている。 

（2）幼児教育学科第 1部・第 3部企画・運営の「第 15回文教こどもフェスタ」開催：2024年 7月

13日（土）に実施した。参加者は 308名（子ども 153名、大人 155名、96組）であり、子ど

もフェスタの様子は中日新聞に掲載された（7月 15日付）。 

（3）学生ボランティア活動：図書館絵本の読み聞かせボランティア活動を 2 か所で行った。稲沢

市中央図書館（10月 27日（日））と祖父江の森図書館（11月 16日（土））で図書館に訪れた

親子を対象に学生による絵本を読み聞かせを実施した。 

（4）教員による地域貢献：稲沢市依頼の「のびのびセミナー」に、赤塚先生（稲沢市立九甲保育

園）、国藤先生（稲沢市立子生和保育園）、岩間先生（稲沢市立駅前保育園）が講師として地域

貢献をした。実施時期は 5月～7月であった。 

（5）新卒ホームカミングデー：第 7回新卒ホームカミングデーを 6月 15日（土）にオンラインで

開催した。参加者は 5名であり、就職先の保育所での相談が主な内容であった。 

（6）教職員と学内交流会：2回目実施となる学内交流会を 4月～1月まで実施した。実施した交流

会がすべて 9回であり、教職員と学生がともに企画・交流した。 

（7）音楽会開催：2023 年度は「ふれあい音楽祭」として市役所主催の音楽祭に幼児教育学科の学

生と教員が参加した。2024年度は全学的取り組みとして開催した「文教音楽祭 2024」に幼児

教育学科の卒業生を中心とし、ダンス、手遊び、オペレッタ、マーチング等を披露した。 

（8）文教おやこ園：週 5 日運営日として、2024 年度から保育士が 4 人になり、一日 2 名出勤体制
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で運営している。 

（9）高大連携授業：一宮商業高校、佐屋高校、愛知啓成高校、杏和高校と連携授業を進めている。

2024 年度では、杏和高校 2 コマ（赤塚先生担当）、一宮商業２コマ（玉田先生、岡田先生担

当）、佐屋高校 4 コマ（鈴木先生担当）、愛知啓成高校通年（祢宜先生、上島先生担当）で実

施した。 

（10）ニュージーランド短期保育研修：物価上昇の影響で研究費用が高まり、履修者が 4名であっ

たため、2024年度は実施できなかった。 

（11）幼児教育学科会 FD 研修：「高大連携」をテーマに、5月 15日（水）に実施した。高校の進路

選択指導の状況や高大連携授業のニーズを把握し学生募集につなげるため、愛知県立杏和高

校 和田陽子先生をお迎えし実施した。幼児教育学科教員全員が参加した。 

（12）ようきょう交流会（新設）：幼児教育学科学生の先輩と後輩が交流できるように新設した行

事である。1 回目は 4 月 22 日に実施し、2 回目は 5 月 27 日に、3 回目は 7 月 15 日に実施し

た。地域別にグループ分けをし、実習面での情報交換ができる内容で実施した。 

（13）ステップアップ講座：GPA の低い学生の学習支援として 8 月にステップアップ講座を毎年実

施している。2024年度は 8月 1日（木）～2日の 2日間 12講座を開講した。8月 1日は 7講

座 32 名の学生が参加し、2 日（金）は 5 講座 17 名の学生が参加した。全日程の参加者は 49

名である。講座内容としては、「実習指導案、保育に関する論文を読んでみよう、ピアノ個別

指導、幼保英検対策、様々な家庭、家族の事例から学ぶ子どもの心理 、実習で活かせる保育

現場の遊び体験、言葉で保育を楽しもう、調乳体験、正しい漢字を使いましょう、施設実習

への不安を解消する」ための内容であった。 

（14）短大フォーラム参加：全国の短大の学生や教職員が集い、短大が抱える課題を考え、活性化

を目指す「第 9 回短大フォーラム～創～」が 9 月 10 日～11 日の２日間に渡り「京都光華女

子大学短期大学部」にて開催された。本学からは、幼児教育学科 1年生 2名・2年生 2名・3

年生１名と、上島先生が参加した。フォーラムでの学びの成果は、本学の HPに開催すると共

にインスタグラム発信、加えて全教職員が参加する水曜ミーティングにて報告した。 

（15）稲沢市消防団の団員として、幼児教育学科学生 3名が 1年間活動した。 

（16）３P 見直し：2024 年 7 月の学科会で３つのポリシーの見直しを行った。CP の変更はないが、

APと DPの微調整を行った。2025年度のパンフレットと HPに修正案を掲載予定である。 

（17）「ぶんきょう幼稚園」での子育て支援講座を実施した。ぶんきょう幼稚園の行事である子育

て支援講座に国藤先生、玉田先生（2025年 1月 20日（月）22組 45人参加）、岩間先生（2024

年 10月 28日（月）18組、37名参加）が講師を務めた。未就園児とその保護者を対象に、ICT

を導入した保育の体験や楽器と歌を通して保育における音楽体験を提供した。 

（18）公務員合格：2024年度は 20名の学生が公立保育所に就職できた。 

（19）稲沢市と共催の「保育のお仕事体験イベント」を実施した。2024年 11月 18日（月）に本学

で開講した。保育士を持っていないが保育現場で仕事をしてみたい一般の６名の方が受講し

た。その他、稲沢市役所保育課２名、愛知県社会福祉協議会から２名の方が参加した。赤塚

先生と鈴木先生が講師を務めた。 

（20）稲沢市社会福祉協議会から依頼を受け、学生ボランティアを受け入れた。夏季休暇中の 8月

6日～7日の 2日間の日程で、高校生 3名が文教おやこ園でボランティア活動を行った。愛知

県立杏和高校 1年 1 名、愛知県立杏和高校 2年 1名、愛知啓成高校 1 年 1名が参加した。 

（21）GPA1.2 未満学生の学習指導を実施した。前後期の成績発表後、GPA1.2 未満学生を対象に、

学習指導に加え、実習関連と大学生活指導を行った。指導内容は進級認定、卒業認定会議の 

 

以 上 



（単位：千円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 987,632 784,886 659,983

手 数 料 収 入 11,909 11,328 10,377

寄 付 金 収 入 12,434 18,278 6,221

補 助 金 収 入 305,376 257,404 215,990

資 産 売 却 収 入 504,893 183,516 90,430

付随事業・収益事業収入 96,276 98,901 94,675

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 15,416 16,266 15,449

雑 収 入 90,618 83,837 108,320

借 入 金 等 収 入 0 0 0

前 受 金 収 入 276,540 216,178 224,117

そ の 他 の 収 入 731,676 500,156 366,277

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 395,441 △ 318,565 △ 286,301

前 年 度 繰 越 支 払 資 金 1,001,514 817,251 792,121

合     計 3,638,843 2,669,436 2,297,659

人 件 費 支 出 892,718 801,910 761,691

教 育 研 究 経 費 支 出 347,303 319,939 277,608

管 理 経 費 支 出 298,132 295,213 258,558

借 入 金 等 利 息 支 出 8 5 3

借 入 金 等 返 済 支 出 0 0 0

施 設 関 係 支 出 45,782 44,574 7,380

設 備 関 係 支 出 60,429 24,791 23,815

資 産 運 用 支 出 550,000 150,000 120,000

そ の 他 の 支 出 730,826 323,966 295,959

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 103,606 △ 83,083 △ 101,968

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 817,251 792,121 654,613

合      計 3,638,843 2,669,436 2,297,659

(1) 資金収支計算書の推移

3. 財務の概要

科　　　　　目

収
入
の
部

支
出
の
部
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　(2) 活動区分資金収支計算書の推移　　

（単位：千円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

教育活動による資金収入計 1,499,431 1,252,124 1,095,104

教育活動による資金支出計 1,537,686 1,417,062 1,297,857

差引 △ 38,255 △ 164,938 △ 202,753

調整勘定等 △ 77,558 △ 76,767 △ 33,960

教育活動資金収支差額 △ 115,813 △ 241,705 △ 236,713

施設設備等活動資金収入計 4,863 136,029 90,892

施設設備等活動資金支出計 106,212 69,365 31,195

差引 △ 101,349 66,664 59,697

調整勘定等 9,352 △ 883 23,964

施設設備等活動資金収支差額 △ 91,997 65,781 83,661

△ 207,810 △ 175,924 △ 153,052

その他活動資金収入計 1,222,055 526,342 339,701

その他活動資金支出計 1,198,508 375,548 324,158

差引 23,547 150,794 15,543

調整勘定等 0 0 0

その他活動資金収支差額 23,547 150,794 15,543

△ 184,263 △ 25,130 △ 137,509

1,001,514 817,251 792,121

817,251 792,121 654,612

項目

翌年度繰越支払資金

支払資金の増減額

前年度繰越支払資金

施
設
整
備
等
活
動

に
よ
る
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
資
金
収
支

教
育
活
動

に
よ
る
資
金
収
支

小計(教育活動資金収支差額+施設設備
等活動資金収支差額)

-22 -



（単位：千円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

987,632 784,886 659,983
手数料 11,909 11,328 10,377
寄付金 13,457 18,035 6,910
経常費等補助金 301,050 255,654 215,990

国庫補助金 168,085 117,246 87,784
地方公共団体補助金 132,965 138,008 128,206
若手・女性研究者奨励金 0 400 0

付随事業収入 96,276 98,901 94,675
雑収入 90,618 83,837 108,320

1,500,942 1,252,641 1,096,255

人件費 889,403 807,236 765,550
教育研究経費 511,929 487,974 446,155
管理経費 321,849 320,755 277,747
徴収不能額等 0 0 0

1,723,181 1,615,965 1,489,452

△ 222,239 △ 363,324 △ 393,197

受取利息・配当金 15,416 16,266 15,449
その他の教育活動外収入 0 0 0

15,416 16,266 15,449

借入金等利息 8 5 3
その他の教育活動外支出 0 0 0

8 5 3

15,408 16,261 15,446

△ 206,831 △ 347,063 △ 377,751

資産売却差額 4,848 119,797 67,018
その他の特別収入 11,940 5,726 2,701

16,788 125,523 69,719

資産処分差額 21,041 21,526 136,430
その他の特別支出 467 0 0

21,508 21,526 136,430

△ 4,720 103,997 △ 66,711

基本金組入前当年度収支差額 △ 211,551 △ 243,066 △ 444,462

基本金組入額合計 △ 23,379 0 0

当年度収支差額 △ 234,930 △ 243,066 △ 444,462

前年度繰越収支差額 △ 3,937,794 △ 4,172,724 △ 4,351,768

基本金取崩額 0 64,022 469,364

翌年度繰越収支差額 △ 4,172,724 △ 4,351,768 △ 4,326,866

(参考)

事業活動収入計 1,533,146 1,394,430 1,181,423

事業活動支出計 1,744,697 1,637,496 1,625,885

　(3) 事業活動収支計算書の推移　　

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部

教
育
活
動
収
支

科目

学生生徒等納付金

教育活動収入計

教育活動支出計

特別収支差額

教育活動外支出計

特別収入計

特別支出計

教育活動収支差額

教育活動外収支差額

経常収支差額

事

業

活

動

支

出

の

部

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

事

業

活

動

収

入

の

部

事

業

活

動

支

出

の

部

事

業

活

動

収

入

の

部

教育活動外収入計
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（単位：千円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

  固　定　資　産 8,661,266 8,366,263 8,054,409

有形固定資産 7,721,699 7,536,961 72,290,040

特定資産 150,000 60,000 60,000

その他の固定資産 789,567 769,301 765,369

　　　　 864,457 837,938 728,112

   合　　　 計　　　 　 9,525,723 9,204,201 8,782,521

令和4年度 令和5年度 令和6年度

365,412 360,714 277,116

流　動　負　債　　　　 397,059 323,302 429,681

   合　　　 計　　　 　 762,471 684,016 706,797

12,935,976 12,871,953 12,402,590

繰越収支差額 △ 4,172,724 △ 4,351,768 △ 4,326,866

純資産の部合計 8,763,252 8,520,185 8,075,724

負債及び純資産の部合計 9,525,723 9,204,201 8,782,521

基　本　金　　　　　 

(4) 貸借対照表の推移

固　定　負　債　　 　　

流　動　資　産　　

資　　　　産　　　　の　　　　部

負　　　　債　　　　の　　　　部

純　 　資   　産　 　の　　 部

科　　　　目

科　　　　目
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(5) 令和６年度　事業活動収入及び支出の構成比

≪事業活動収入の構成比率≫

≪事業活動支出の構成比率≫

学生生徒等納

付金収入

59%

手数料

1%

寄付金

1%

経常費等補助

金

19%

付随事業収入

9%

雑収入

10%

受取利息・配当

金

1%

その他の特別収入

0%

学生生徒等納付金収入

手数料

寄付金

経常費等補助金

付随事業収入

雑収入

受取利息・配当金

その他の特別収入

人件費

51%教育研究経費

30%

管理経費

19%

徴

収

不

能

額

等
0%

借入

金等

利息
0%

人件費

教育研究経費

管理経費

徴収不能額等

借入金等利息
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事業活動収支計算書関係比率

比率名 算　　式　（×１００） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

人件費比率 人件費/経常収入 58.7% 63.6% 68.9%

人件費依存率 人件費/学生生徒等納付金 90.1% 102.8% 116.0%

教育研究経費比率 教育研究経費/経常収入 33.8% 38.5% 40.1%

学生生徒等納付金比率 学生生徒等納付金/経常収入 65.1% 61.9% 59.4%

教育活動収支差額比率 教育活動収支差額/教育活動収入計 -14.8% -29.0% -35.9%

補助金比率 補助金/経常収入 19.9% 18.5% 18.3%

経常収入=教育活動収入計+教育活動外収入計

貸借対照表関係比率

比率名 算　　式　（×１００） 令和4年度 令和5年度 令和6年度

純資産構成比率 純資産/(負債+純資産) 92.0% 92.6% 92.0%

流動資産構成比率 流動資産/総資産 9.1% 9.1% 8.3%

流動比率 流動資産/流動負債 217.7% 259.2% 169.5%

総負債比率 総負債/総資産 8.0% 7.4% 8.0%

(6) 主な財務比率の推移
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　学校法人は「学校法人会計基準」に則して会計処理を行い、決算時には会計処理結果を表す、財務

計算に関する書類「計算書類」を作成しなければなりません。

　学校法人会計基準の一部改正に伴い、平成27年度以降の会計年度より学校法人が作成しなければ

ならない計算書類は下記のとおり変更がありました。

資金収支計算書には新たに活動区分資金収支計算書が加わりました。

消費収支計算書は名称が事業活動収支計算書に変更され、様式も大きく変更されました。

貸借対照表はその他の固定資産に含まれていた引当特定資産を特定資産として分離し、固定資産

は有形固定資産、特定資産、その他の固定資産に区分される。また、従来の基本金の部、消費収支

差額を合わせて純資産の部となりました。

当該会計年度の学校の諸活動に対応するすべての収入・支出の内容を

明らかにし、支払資金(現金及び預貯金)の顛末を表すもの

収入には学生生徒等納付金、手数料、寄付金、補助金、資産売却、前受金

等が計上され、支出では、人件費、教育研究経費、管理経費、施設関係等が

計上

資金収支計算書を活動区分(教育活動による資金収支、施設整備等活動

による資金収支、その他の活動による資金収支)ごとに区分し、活動ごとの

資金の流れを明らかにするもの

当該会計年度の事業活動ごとの成果を明らかにするために、収支を経常的

な収支と臨時的な収支とに区分するもの

経常的な収支とは、本業の教育研究活動における経常的な収支を示す教育

活動収支と受取利息・配当金や借入金等利息等の財務的な活動として教育

外収支とに分ける

臨時的な収支は、特別収支として資産売却差額、資産処分差額等の臨時的

に発生した収支を示す

(8) 企業会計との比較

企業は業績を伸ばし利益を獲得することが目的なのに対して、学校法人は公共性の高い教育を提供し

社会に貢献できる人材の育成を目的としています。具体的には、企業会計においては、損益計算書で

純利益がいくらになっているかを明確にすることが必要なのに対して、学校法人会計においては、その

事業活動収支計算書で教育を継続し得る資産の保有を前提として、いかに均衡が取れた収支を維持

できるかということを明確にすることが求めれられています。

損益計算書 事業活動収支計算書

資金収支計算書

活動区分資金収支計算書

損益を表すもの

資金の動きを表すもの キャッシュフロー計算書

(7) 財務諸表の説明

活動区分資金収支計算書

事業活動収支計算書

企業 学校

資金収支計算書
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